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認知学習分野′

小嶋祥三 ･正高信男 ･中村克樹 ･南雲純治l)

研究概要

A)霊長類の聴覚と音声に関する研究 ･

小嶋祥三

これまで行ってきたニホンザル､チンパンジー

の聴覚と音声に関する研究のとりまとめを行って

いる｡

B)老齢ザルの認知機能に関する研究 一

小嶋祥三･中村克樹

老齢ニホンザルの認知機能の老化をGO/NO

GO物体弁別､複式物体弁別学習により検討して

いる｡

C)霊長叛のコミュニケーションの比較行動学的

研究

正高信男

ヒトを含む様々な種の音声､視覚コミュニケー

ションの比較研究を行っている｡

D)PErを用いたヒトの認知機能地図の作成

中村克樹･小嶋祥三 ･南雲純治

認知課題遂行中の局所脳血流量をPET (ポジト

ロン･エミ､ッション･トモグラフィー)を用いて

計測し､ヒトの高次路知機能分布を調べている｡､

本研究は東北大学加齢医学研究所および国立長寿
メ

-36-



医療研究センターとの共同研究として行ってい

る｡本年度は､顔から受ける仰勤的価値および好

感皮の評価に関わる領域を調べた｡情動的価値の

評価は右前頭釆領域が好感皮評価には左前頭乗倣

域が各々関与していることを示した｡

E)サル大脳皮質における場所と形の記憶槻能の

分布様式の研究

中村克樹

場所と形の記憶機能の脳内分布を神経生理学的

に調べるためにその実験装置を作成している｡

.F)個別ケージにおけるサルの飲水量の計測の試

み

中村克樹･小嶋祥三

個別ケージで飼育されているアカゲザルが､一

日のうちで何時 ･どのくらい水を飲んでいるのか

を1ミリリットルの精度で測定している｡餌の与

え方 ･種類などがどのように影琴するのかも含

め､来年度以降も測定を続けていく｡

G)ニホンザルの音声コミュニケーションに関す

る研究

杉浦秀樹2)

ニホンザルのクー ･コールの晋菅的な特徴に

は､免田差があることが分かってきた｡それぞれ

の免田の生息地で晋の伝達特性を測定したとこ

ろ､生息地によって伝達特性が異なり､これが音

声の集団差を形成した要因であると推測された｡

ニホンザルは発情期に特有の音声を出すが､詳

細な研究はあまりない｡ニホンザル野生群を対象

に､この音声の機能に関する研究を開始している｡

H)霊長類行動実験用プログラムの開発
南雲純治1)

チンパンジー､ニホンザルの認知機能検査用プ

ロクラム､ヒトのPET実験用視聴覚課娼プログラ

ムを開発､作成した｡
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行動発現分野

三上章允･樺井芳雄

研究概要

A)運動祝における方向判断に関与する脳内機柄

の研究

,=上孝允･井上雅仁1)･長谷川良平の

運動する物体の運動方向を視覚的に判断すると

きに働く脳内の機構をPET計測によって調べ､

上側頭溝後部の活動部位を同定した｡

B)形態情報と運動情報の総合過程に関与する局

所回路の研究

三上孝允･田中祐介2)
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